
団体名： 飛島村商工会

得られた効果 備考

自己評価 満足度 補足 目標

（達成度 107.2 ％） （達成度 100.0 ％） Ｂ Ｂ 現状維持

目標達成度 必要性 実施方法

Ａ Ｂ 現行どおり

自己評価 満足度 補足 目標

（達成度 100.0 ％） （達成度 84.0 ％） Ｂ Ａ 下げる

目標達成度 必要性 実施方法

Ｂ Ａ 現行どおり

自己評価 満足度 補足 目標

（達成度 123.5 ％） （達成度 ％） Ａ Ａ 上げる

目標達成度 必要性 実施方法

Ａ Ａ 現行どおり

自己評価 満足度 補足 目標

（達成度 90.0 ％） （達成度 127 ％） Ｂ Ｂ 現状維持

目標達成度 必要性 実施方法

Ａ Ｂ 現行どおり

自己評価 満足度 補足 目標

（達成度 100.0 ％） （達成度 ％） Ａ Ｂ 現状維持

目標達成度 必要性 実施方法

Ａ Ａ 現行どおり

自己評価 満足度 補足 目標

（達成度 120.0 ％） （達成度 ％） Ｂ Ｂ 現状維持

目標達成度 必要性 実施方法

Ａ Ｂ 現行どおり

自己評価 満足度 補足 目標

（達成度 97.8 ％） （達成度 ％） Ｂ Ｂ 現状維持

目標達成度 必要性 実施方法

Ｂ Ａ 現行どおり

自己評価 満足度 補足 目標

（達成度 142.9 ％） （達成度 ％） Ａ Ｂ 上げる

目標達成度 必要性 実施方法

Ａ Ｂ 現行どおり

目標
数値

7

調査・広報事業 小規模事業者に対する施策に
反映するため、地域経済・消費
者動向などの調査事業を実
施。また、関係施策等の利用を
促進するため、施策普及資料・
HPを活用し、制度の周知を行
い、経営力の向上につなげ、商
工業の活性化に寄与する。

広報カレンダー260部、県産業
労働ガイドブック25部、小規模
企業のみなさまに260部、商工
会のご案内5部、施策普及ポス
ター3種　6枚、金融の手引き
100部、商工会融資のご案内
300部、有期契約社員の無期転
換ルールのポイント50部、持続
化補助金チラシ300枚、地域経
済動向調査報告書300部の作
成

商工業者等（小
規模事業者の
情報取得等に
役立つ）

指標

施策普及資料の種類

総

合

評

価

Ａ

実

施

側

の

事

業

評

価
実績
数値

事

業

者

へ

の

調

査

結

果

施策活用を促すた
め、資料の作成に
加え、ホームペー
ジ・村広報などを活
用し、周知を積極
的に行う。HＰを刷
新、情報の充実を
図る。

〇

産業活性化事業 行政・村民が一体となり、地域
資源の有効活用を考え、特産
品の開発普及・ＰＲなどを行い、
産業活性化を図る。また、地域
活性化に向けた事業に取り組
み、地域商工業の発展に寄与
する。

特産品（飛島村せんべい）の販
売・ＰＲを行い、海部地区ｉｎセン
トレア（8/30）にて販売。
会員交流会（2/8）の開催
飛島村産直部会に参加・協力
し、総会・会議に出席、産直市
（ふれあいの郷・敬老センター）
への出品を行った。
豊根村との交流事業として夏ま
つり会場にて特産品を販売。と
びしマルシェに出店協力（１７
店）

農・商・工業者・
村内在住者（小
規模事業者の
意見交換につ
ながる）

指標

各種事業への参加者数

目標
数値

45
実績
数値

44
目標
数値

指標

地元特産品、商店のＰＲを
行うことで、商工会のＰＲに
もなり地域産業の活性化に
つながった。また、交流会
は異業種交流の場となり、
企業の経営基盤の強化に
繋がった。

総

合

評

価

Ｂ

実

施

側

の

事

業

評

価

実績
数値

実績
数値

10
目標
数値

指標

施策普及資料などを活用し
た広報活動により、経営力
向上計画の認定や設備貸
与制度の利用に結びつい
た。
また、商工会活動や商工業
施策などの情報発信によ
り、経営情報の取得・経営
力向上に役立った。

〇

目標
数値

95
実績
数値

114
目標
数値

指標

プレミアム付共通商品券及
びすこやか商品券の発行
により、消費者需要を喚
起、個店の売上アップ、商
業の活性化につながった。
街路灯の灯具交換（ＬＥＤ
化）維持管理により、魅力あ
る商業環境づくり、防犯にも
役立つことができた。

総

合

評

価

Ｂ

実

施

側

の

事

業

評

価

実績
数値

商店街・街づくり事
業

消費生活の多様化、近隣市町
への購買力流出など商業者が
抱える問題の解決のため共通
商品券の発行、発展会への支
援などを通じ、地元商業者の活
性化を図り、地域振興、街づく
りに寄与することを目的とする。

共通商品券の発行(9月　総額
1,100万円　プレミアム10％　参
加店60店）
村が実施したすこやか生活奨
励事業の事務を受託し、すこや
か商品券の発行（9月発行　総
額1,062万円　参加店60店）
行政からごみ袋販売の事務委
託を受け、取扱った。取扱店22
店 1,871箱を販売
街路灯の灯具交換（11店14基）
新規設置（2基）街路灯の維持
管理及び電灯料の補助（104
基）
行政ポイント発行事業（19店）の
開始による請求事務などを実
施。（毎月）

村内在住・在勤
者（地元商業
者、主に小規模
事業者の活性
化に役立つ）

指標

参加企業数

事

業

者

へ

の

調

査

結

果

飛島村観光交流協
会の設立により、連
携を図りながら事業
を実施する。

指標

セミナー参加者数

事

業

者

へ

の

調

査

結

果

行政との連携をこれ
まで以上に密にし、
創意工夫により更
なる活性化を目指
す。

事

業

者

へ

の

調

査

結

果

若手を中心とした事
業を展開すること
で、後継者・地域の
リーダーとしての資
質向上を図るため
引き続き事業を実
施する。

事

業

者

へ

の

調

査

結

果

来年度も村補助金
により、商品券（総
額1,100万円、プレ
ミアム率10％）を発
行する。街路灯に
ついては、ＬＥＤ化
が終了、老朽化が
進んでおり、維持管
理に努める。

目標
数値

1,500
実績
数値

1,500
目標
数値

指標

地域住民に商工会の存在
をアピールする場となり、今
後の地域振興を行う基礎づ
くりができた。

総

合

評

価

Ａ

実

施

側

の

事

業

評

価実績
数値

来場者数

講習会事業 高度化・多様化する事業者
ニーズに対応するため、小規模
事業者にとって必要な知識習
得や時事的問題についての啓
蒙を図ることにより、資質向上と
円滑な事業運営に資することを
目的とする。

飲食業者・理容業者を対象とし
た業種別講習会：3回、参加者
数延45名
消費税軽減税率対策セミナー
の共同開催：3回、参加者数延
15名
その他商工業者に関する経営
等の集団講習会：7回、参加者
数延104名（うち5回　海部南部
地区商工会での共同開催　2回
海部支部での共同開催（1回
経営革新））
税務相談を中心とした個別講
習会8回、参加者数延46名

小規模事業者

祭典事業 村などが主催するお祭りに共
催、その集客力を活かし、地域
産業（地域資源）のＰＲ機会と
し、地域の活性化を図るととも
に、商工業者の発展に寄与す
る。

とびしま夏まつり（平成29年８月
５日開催）にてお楽しみ抽選会
（特等～４等；88本　特別賞10
本）を企画・運営。串カツ・とうも
ろこしなどのバザーを実施し、
会場を盛り上げた。

村内在住・在勤
者（小規模事業
者へ商工会の
存在のＰＲにな

る）

指標

若手後継者等育成
事業

インターネットの普及により、イ
ンターネットでの情報発信やＳ
ＮＳの取組みが活発になってい
る。しかしながら、小規模事業
者などは上手く使いこなせてい
ないのが現状である。そこで、
売上アップに繋がる小規模事
業者ならではの活用法をテー
マに販促セミナーを開催する。

・販路開拓支援セミナーの開催
開催日：10月12日
受講者数：9名　満足度：88.9%

小規模事業者

指標

目標
数値

10
実績
数値

9
目標
数値

70%

指標

セミナー受講者の満足度
ＳＮＳを活用した販路開拓
を学び、時代に即した販路
開拓方法が行えるように
なった。

総

合

評

価

Ｂ

実

施

側

の

事

業

評

価実績
数値

88.9%

指標
記帳機械化事業所数

指標
記帳指導延回数

事

業

者

へ

の

調

査

結

果

税務相談を中心と
した個別相談会を
実施し、小規模事
業者の問題解決を
図る。経営発達支
援計画に基づいた
セミナーを開催。そ
の際には、支援者
を特定し、重点的な
支援を図る。

〇

目標
数値

170
実績
数値

210
目標
数値

指標

専門家による個別相談（税
務・金融）により事業者の抱
える問題を解決することが
できた。業種別講習会で
は、技術指導だけでなく、
付加価値向上による集客力
向上への意識が芽生えた。
また、各種講演会により事
業者の意識改革、経営のヒ
ントになり、事業者の資質
向上、円滑な事業運営にも
つながった。

総

合

評

価

Ａ

実

施

側

の

事

業

評

価

実績
数値

〇

目標
数値

27
実績
数値

事

業

者

へ

の

調

査

結

果

事業名 事業概要（背景・目的） 事業実績
主たる
対象者

事　業　評　価

目　標① 目　標② ＡＢＣＤ評価

総

合

評

価

Ｂ

実

施

側

の

事

業

評

価

事

業

者

へ

の

調

査

結

果

経営改善普及事業
の柱となる事業であ
り、伴走型支援によ
り、件数よりも指導
内容に重点を置
き、支援を行う。 〇

・指導対象事業者数　27件
・指導延日数    125日
・指導延回数　  294件

今後の展開・改善点等

小規模事業者

巡回・窓口相談指
導事業

経営基盤が脆弱な小規模零細
企業を中心に、職員が直接事
業所を訪問し、国・県の施策普
及を図るとともに、金融・税務・
労務等経営全般の相談につい
て応じ、経営基盤の強化を図
り、健全な企業を育成すること
を目的とする。また、創業・経営
革新への積極的支援を行い、
地域経済の安定的発展を目指
す。

・巡回相談　延件数　　194件
　　　　　　　 実企業数　 83社
・窓口相談　延件数　　342件
　　　　　　　 実企業数 120社
・課題解決提案件数　10件
・経営力向上計画認定数　4件

記帳事務に留まる
ことなく、会計ソフト
を利用した経営分
析を行い、経営力
向上につなげる。

記帳継続指導 個人事業主を対象に、正しい
記帳方法と税務知識の周知徹
底を図り、決算・確定申告の指
導を行うとともに、計数に基づく
自主記帳の促進を図り、経営力
の向上に結びつける。

実

施

側

の

事

業

評

価

小規模事業者

指標

巡回窓口指導延件数

指標

課題解決提案件数
小規模事業者の良き相談
相手として、企業の体質改
善支援及び各種施策普及
を図ることができ、経営力向
上計画の認定などにつな
がった。
　また、専門家派遣事業活
用により専門的な指導が行
え、職員の資質向上も図れ
た。

実績
数値

10536
目標
数値

500
実績
数値

目標
数値

10

27
目標
数値

350
実績
数値

294

記帳継続指導により青色申
告制度の特典や税制改正
に伴う記帳指導で期限内申
告の適正化を図り効果を得
た。

総

合

評

価

Ａ

講習会参加延人数

平成２９年度事業実績報告の概要（小規模事業経営支援事業費補助金関係）

　※　経営発達支援事業として認定を受けた事業については、備考欄に○を付しています。
　※　事業評価欄において、１つの事業で目標が２つある場合、目標達成度の評価は２つの平均となります。
　※　記載内容についての詳細資料は、各団体において整備しています。



団体名： 飛島村商工会

得られた効果 備考
事業名 事業概要（背景・目的） 事業実績

主たる
対象者

事　業　評　価

目　標① 目　標② ＡＢＣＤ評価 今後の展開・改善点等

平成２９年度事業実績報告の概要（小規模事業経営支援事業費補助金関係）

自己評価 満足度 補足 目標

（達成度 116.4 ％） （達成度 ％） Ｂ Ｂ 上げる

目標達成度 必要性 実施方法

Ａ Ｂ 変更する

自己評価 満足度 補足 目標

（達成度 115.0 ％） （達成度 ％） Ｂ Ｂ 現状維持

目標達成度 必要性 実施方法

Ａ Ｂ 現行どおり

自己評価 満足度 補足 目標

（達成度 106.7 ％） （達成度 87.8 ％） Ｂ Ｂ 両方現状維持

目標達成度 必要性 実施方法

Ｂ Ｂ 両方現行どおり

自己評価 満足度 補足 目標

（達成度 110.0 ％） （達成度 ％） Ｂ Ｂ 現状維持

目標達成度 必要性 実施方法

Ａ Ｂ 現行どおり

自己評価 満足度 補足 目標

（達成度 100.0 ％） （達成度 ％） Ａ Ｂ 現状維持

目標達成度 必要性 実施方法

Ａ Ａ 現行どおり

自己評価 満足度 補足 目標

（達成度 76.7 ％） （達成度 125.0 ％） Ｂ Ａ
①下げる②現
状維持

目標達成度 必要性 実施方法

Ａ Ａ 両方現行どおり

自己評価 満足度 補足 目標

（達成度 120.0 ％） （達成度 ％） Ｂ Ｂ 現状維持

目標達成度 必要性 実施方法

Ａ Ｂ 現行どおり

事

業

者

へ

の

調

査

結

果

各種検定事業に引
き続き取り組み、海
部商工会選抜珠算
競技大会に参加す
る。また、他団体と
連携しながら小規
模事業者の人材確
保をサポートする。目標

数値
55

実績
数値

64
目標
数値

指標

将来の地域を担う青少年の
人間形成と商工会のＰＲが
図れ、地域と一体化した円
滑な事業活動の促進につ
ながった。また、求人チラシ
の作成・配布により、人材確
保ともに小規模事業者の知
名度アップにつながった。

総

合

評

価

Ｂ

実

施

側

の

事

業

評

価
実績
数値

雇用促進事業 地域における総合的な改善発
達を図ることを目的として、珠算
振興と人材育成を目指し、全国
連と県連合会主催の珠算検定
事業を実施する。また、海部商
工会選抜珠算競技大会の参加
により、珠算能力の向上に役立
てる。

珠算教室の検定試験を商工会
が取りまとめ、４回（6/18・9/17・
11/19・2/18）実施、延64名が受
験した。
また、海部商工会選抜珠算競
技大会（12/2）開催、飛島村か
らは11名が参加した。
共同（12事業所）の求人チラシ
（49,200枚）を作成し、新聞折込
を行った。

小規模事業者
児童・生徒（珠
算能力向上を
目指すことによ
り小規模事業者
に有効）

指標

検定受験者数

総

合

評

価

Ｂ

実

施

側

の

事

業

評

価

事

業

者

へ

の

調

査

結

果

事業承継・後継者
育成を主体に若手
経営者の育成、女
性経営者としての
知識向上につなが
る事業を行う。ま
た、地域の活性化
に貢献できる事業
を実施する。

目標
数値

40
実績
数値

46
目標
数値

実績
数値

青年部・女性部事
業

地域の担い手である青年部・女
性部員間の交流や社会福祉活
動を通じ、地域貢献を図り地域
との関わりを持つことにより、地
域社会の発展に寄与することを
目的とする。

青年部
　総会をはじめ、部員間交流事
業、　チャリティーゴルフ、夏ま
つり・体育祭バザー、社会福祉
活動としてもちつき体験・試食
など14回、延179名、参加実人
数27名
　県青連主催研修、主張発表
愛知県大会、海部支部講演会
など13回、延34名が参加
女性部
　総会はじめ、夏まつり・体育祭
バザー、会員研修会、講習会、
文化祭出品など12回、延119
名、参加実人数19名
　県女性連主催研修、海部支
部研修・講演会など16回、延29
名、その他全国大会、中部ブ
ロック研修会、県女連理事会に
も参加した。

青年部・女性部
員

指標

事業参加実人数

指標

部員間の交流や社会福祉
活動を通じて地域とのかか
わりを持つことにより、地域
社会の発展に寄与すること
ができた。
また、各種事業の企画・運
営を通じ経営者としての資
質向上が図れ、活動を通じ
て青年部・女性部のＰＲにも
なり、地域との一体化が生
まれ、商工会事業運営が円
滑化された。

総

合

評

価

Ｂ

実

施

側

の

事

業

評

価

事

業

者

へ

の

調

査

結

果

経営力向上につな
がるアイデアやヒン
トを得る機会となる
よう、実務に活かせ
る研修・講習会事
業を充実させる。

目標
数値

30
実績
数値

32
目標
数値

90
実績
数値

79

部会・委員会事業 会員を商業・工業等業種別に
分け、各業界の発展のための
情報交換や各種事業を行うこと
により会員間の親睦を図り、参
加企業の発展に繋げ、地域振
興やまちづくりにも寄与する。

商業部：総会、役員会、会員研
修会、開運セミナー、体育祭バ
ザーなど7回、延130名、26事業
者が参加
工業部：総会、役員会、異業種
懇談会、会員研修会、体育祭
バザーなど10回、延94名、21事
業者が参加
食品衛生部：総会、役員会、食
品衛生セミナー、自主検査、ふ
きとり検査、検便（春・秋）、体育
祭バザーなど15回、延174名、
32事業者が参加

商工会員

指標

事業の開催回数

指標

事業参加実企業数

研修会・講習会を通じ、経
営改善のヒントなどが見出さ
れ、企業の経営力向上につ
ながった。検便・自主検査・
衛生セミナーの実施では、
食品衛生管理の充実を図
ることができた。各部会とも
に体育祭バザーなどを通
じ、地域社会に貢献するこ
とができた。

総

合

評

価

Ｂ

実

施

側

の

事

業

評

価

事

業

者

へ

の

調

査

結

果

自己財源の確保、
企業経営の安定の
ためにも引き続き実
施する。多くの事業
所が利用できるよう
工夫を図る。

目標
数値

50
実績
数値

55
目標
数値

実績
数値

福利厚生事業 中小企業、とりわけ小規模事業
者の雇用の安定を図るため、各
種共済制度の普及や従業員の
福利厚生を支援することによ
り、健全な企業の育成に資する
ことを目的とする。

小規模企業共済（55件）倒産防
止共済（7件）中退共（2件）特定
退職金共済（31名）中小企業共
済（131名）その他共済制度（72
名）の普及推進に努めた。
コロナ優待券（17枚）販売、長
島リゾート入場補助（848名）、
雇用安定のための集団健康診
断（22名）を実施し、小規模事
業者（実55事業所）の福利厚生
を支援した。

小規模事業者

指標

福利厚生利用実企業数

指標

共済事業については、小規
模事業者の万が一に備え
た保障としての役割が果た
せた。また、従業員の福利
厚生の充実・健康維持によ
り、事業所の健全な経営と、
雇用の安定・発展に資する
ことができた。

総

合

評

価

Ａ

実

施

側

の

事

業

評

価

事

業

者

へ

の

調

査

結

果

引き続き事務組合
を設置運営し、事
業主の事務負担軽
減を図る。未手続
事業場を中心に労
働保険制度を周知
し、委託勧奨に努
める。

目標
数値

44
実績
数値

44
目標
数値

実績
数値

労働保険事業 事業主の委託を受けて、労働
保険の煩わしい手続きを代行
する事務組合を設置運営する
ことにより、事業主の事務負担
の軽減を図るとともに、労働保
険の適用促進及び労働保険料
の適正な申告納付を図ることを
目的とする。

事務委託を受け、44事業所の
雇用保険資格取得・喪失、労
災保険の給付手続き等事務処
理71件を行った。労働保険の
適用促進と事業主の事務負担
軽減を図り、適正な労働保険料
の徴収指導を行った。

労働保険適用
事業者（小規模
事業者の企業
力アップに役立

つ）

指標

委託事業場数

指標

労働行政との協力を図りな
がら、労働保険事務を代行
することで事務の適正化と
制度普及に寄与しつつ労
働環境の整備ができた。さ
らに事務処理負担の軽減
により、本来業務に専念す
ることができ、企業力アップ
につながった。

地域の商工業者が加入す
る法人会・青申会の事業支
援と運営協力を通じて、正
しい税務知識の取得と納税
意識の向上により、健全な
企業育成につながった。

総

合

評

価

Ａ

実

施

側

の

事

業

評

価

事

業

者

へ

の

調

査

結

果

引き続き事業活動
をサポートし、商工
業活性化を図る。
企業ニーズに沿っ
た事業を推進し、よ
り多くの企業が参加
できるように努め
る。

目標
数値

60
実績
数値

46
目標
数値

20
実績
数値

25

青色申告会・法人
会事業

青色申告会、法人会等税務支
援団体の活動をサポートし、事
業運営に協力することにより、
地域社会への貢献や発展の一
役を担い、ひいては商工業の
活性化に資することを目的とす
る。

青色申告会：総会、役員会、記
帳指導会、視察研修会、体育
祭バザーなど14回、延124名、
実企業数26社が参加
法人会：総会、役員会、異業種
交流会、視察研修会、つり大
会、体育祭バザー、ねんぐ村出
店など11回、延85名、実企業数
20社が参加

青色申告会員・
法人会員（小規
模事業者の発
展・活性化につ
ながる）

指標

事業への参加実企業数

指標

事業の開催回数

総

合

評

価

Ｂ

実

施

側

の

事

業

評

価

事

業

者

へ

の

調

査

結

果

引き続き、地域の団
体の事業活動をサ
ポートすることによ
り、商工業の活性
化につなげる。連
携を強化して、ニー
ズに合った活動を
展開する。

目標
数値

70
実績
数値

84
目標
数値

実績
数値

産業団体事業 各種団体の活動をサポートし、
事業運営に協力することによ
り、地域社会への貢献や発展
の一役を担い、ひいては商工
業の活性化に資することを目的
とする。

建設業組合（一人親方労災保
険事務手続等）51名、飛島村
災害協力会（村主催の防災訓
練での非常用物資・飲料水の
搬送、カーブミラーの点検・清
掃、家具等転倒防止器具取付
事業への参加・協力）24名、酒
組合等（事務代行など）9名の
事業運営に協力、参加した。

たばこ組合・酒
組合・飛島建設
業組合・飛島村
災害協力会（小
規模事業者の
発展・活性化に
つながる）

指標

各種団体の構成員数

指標

地域の商工業の活性化を
担う団体の活動のサポー
ト、支援することにより、地
域経済の活性化を促すこと
ができた。

　※　経営発達支援事業として認定を受けた事業については、備考欄に○を付しています。
　※　事業評価欄において、１つの事業で目標が２つある場合、目標達成度の評価は２つの平均となります。
　※　記載内容についての詳細資料は、各団体において整備しています。


